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学生支援における履修相談の機能と役割
─法政大学キャリアデザイン学部における履修相談の特徴と
プロセスの検討を通して─
法政大学キャリアデザイン学部　キャリアアドバイザー　服部　典子
はじめに
大学における学生支援は、学校生活から社会への橋渡しが重視されている。
中学校や高等学校で行われるきめ細かい進路指導ではなく、就職指導、職業指
導という立場が中心と考えられていた（日本進路指導学会（2006））。しかし、
大学全入時代と言われるなかで、学習面や対人関係上さまざまなニーズを持つ
学生が大学で学んでいる。それに伴い、学生支援は、就職指導、職業指導に加
えて、学習支援を含めた、大学生活支援全般へと拡大している。また、大学生
活への不適応から休学や退学する学生に対して、学年や状況に応じた支援も求
められている。筆者は学部専属のキャリアアドバイザーとして学生支援に携わ
るなかで、履修に関する相談が学生それぞれの学生生活と発達段階に合わせ
た、包括的支援であると考えたことから本研究を行った。
１．先行研究
大学における学生相談の先行研究は、就職活動、進路選択、専門的援助（カ
ウンセリング、カウンセラーなど）、個別相談（相談内容、自己開示など）、学
習支援、メンタルヘルスなどがある。先行研究が取り上げている学生相談につ
いて、支援の特徴をもとに分類すると、⑴大学生を発達的視点から捉えて支援
する。学生が成長の過程で課題であると考えることに着目する（福島他、
2004）。⑵学生の学びとキャリア形成を支援する。卒業後の進路選択や職業選
択、選択に向けてどのような準備が必要であるかを支援する（小野、2003；諏
Hosei University Repository
152　法政大学キャリアデザイン学部紀要第11号
訪、2003；半澤、2011）。⑶学生の心身の健康管理を支援する。メンタルヘル
スを維持するための心理教育的援助サービスを活用する（石隈、1999）、に分
類できる。学生相談を担う部署の機能は、下山・森田・榎本（2012）が、担当
する部署は孤立した存在ではなく、大学内の組織のひとつとして機能する必要
があることを指摘している。相談を担当する部署が学生ニーズの把握すること
と、教員を中心とする学部組織と連携することが、相談室の機能を充実させる
と述べている。支援者の役割について、服部（2012）は学生が支援者に対して
自らの課題や問題を話し、内省することの効果に注目している。また、支援者
との接触回数の多さが、学生にとって相談に行きやすい下地となることを指摘
した（服部、2013）。この下地が、学生生活全体を支える役割につながると述
べている。大学生が選ぶ相談相手について、及川（2007）が専門的援助に対す
る意識を検討している。専門的援助が期待できる相手への相談は、専門的知識
と的確さ、客観性への期待がある。自らの状況に応じた助言をしてもらえると
いう期待が、悩みの開示に影響を及ぼすことを示唆している。このように、先
行研究では、学生相談における支援の特徴（発達的視点、キャリア形成、心理
教育的援助サービス）や、担当部署と支援者の機能について検討がされている。
しかし、学生相談において学生の課題として取り扱われていると予想される、
履修相談に関する検討はされていない。
２．研究の目的
本研究の目的は、学生相談における履修相談に関して検討することである。
次の三点に基づき検討する。第一に、履修相談の特徴と履修相談におけるプロ
セスの実態について、本学部の事例を報告する。第二に、本学部における履修
相談の状況報告と事例に基づいた内容分析を行う。第三に、履修相談が学生支
援においてどのような機能や役割を持つのかを検討する。
３．本学部における履修相談の特徴とプロセスに関する実態報告
（１）学部における履修相談の特徴
法政大学キャリアデザイン学部は、幅広い学問領域を、３つの学問分野（発
達・教育キャリア、ビジネスキャリア、ライフキャリア）に捉えて、複眼的・
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多角的に学ぶことをカリキュラム・ポリシーとしている。学生は、自分が関心
を持つテーマに関連した学問分野を選択し、該当する科目を、基礎から積み上
げながら習得すること、自らの学びに責任を持つことが要求されている。１年
生は、入学直後より基礎ゼミとよばれる、専任教員が担当するクラスに所属し、
キャリアデザイン学部で学ぶための基礎的な能力（文献検索方法、データ整理、
レポートの作成、プレゼンテーションスキルなど）を身につける。同時に、１
年次より選択することができる入門科目と呼ばれる専門科目の履修を通して、
発達・教育キャリア、ビジネスキャリア、ライフキャリアの３分野の研究領域
から、２年次以降でどの領域を自分の学びの中心とするかを考えるのである。
グレード別に配置された専門科目（基幹科目、展開科目、演習科目、関連科目、
自由科目）を広く浅くではなく、系統的に履修計画を立てて学びを深めるため
に、学生は履修の手引きと呼ばれる学部が作成した冊子を参考にするのであ
る。しかし、１年生にとって、多様な科目のなかから、自分の興味関心の方向
や、将来の希望に合わせた履修計画を立てるのは容易なことではない。そこで、
キャリアデザイン学部ではキャリアアドバイザーが学生の履修計画を支援して
いる（１）。オリエンテーションやガイダンスの時に、教職員は学生に対して、
キャリアアドバイザーへの履修相談を促している。学生がキャリアアドバイ
ザーなど専門家に相談をすることについて、どのようなイメージをもっている
か、多重回答形式で回答を求めたところ、表１の結果であった（２）。肯定率の
高かった項目は、「悩みを聞いてくれる」「相談することで、適切なアドバイス
をしてもらえる」「一対一で話を聞いてもらえる」「相談することで気づかな
かった自分に気づくことができる」「不安を取り除いてくれる」であった。一
方で、「行きづらい」「周りのひとに手助けをしてもらっても、どうしようもな
くなったときに行くところ」「本音を言いづらい」などの回答がみられた。こ
れは、専門家に相談することや、自分のことを他人に相談することへの心理的
な抵抗を示していると考える。
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表１　キャリアアドバイザーなど専門家に相談をすることへのイメージ
（単位 %）Ｎ＝71
項目内容 肯定率
（３）悩みを聞いてくれる 18.2 
（１）相談することで、適切なアドバイスをしてもらえる 15.2 
（４）一対一で話を聞いてもらえる 14.0 
（５）相談することで気づかなかった自分に気づくことができる 11.0 
（８）自分が悩んだ時に、一人では解決できない時に手助けをしてくれる 11.0 
（２）不安を取り除いてくれる 6.8 
（11）行きづらい 6.1 
（９ ）周りのひとに手助けをしてもらっても、どうしようもなくなったときに行
くところ
4.5 
（12）本音を言いづらい 3.0 
（14）気休め程度の効果しかないと思う 3.0 
（10）心に悩みをもったひとが相談をしに行くところ 2.7 
（６）ありのままの自分の気持ちを出すことができる 1.9 
（13）あまり信用できない 1.5 
（７）自分の考えていることや悩みを言葉に出さなくても相手に伝わる 1.1 
（15）暗いイメージがある 0.0 
（２）履修相談の相談体制
キャリアアドバイザーが担当する履修相談は、学生と１対１、もしくはグ
ループを対象に行っている。相談する場所は、キャリアアドバイザーが駐在す
る「キャリア相談ルーム」を利用する。面談時間は、１回あたり１時間を目途
に行っており、月曜日から金曜日の10時15分から18時（原則として17時受付終
了）までの間であれば、学生はいつでも、何度でも利用することができる。来
談時に、学生は面談受付票に氏名、学年、連絡先、どのようなことを相談した
いかを記入することになっている。また、「キャリア相談ルーム」以外の場所
でも、学生はキャリアアドバイザーに相談することができる。キャリアデザイ
ン学部の学生が自由に利用できる「キャリア情報ルーム」には、週３日程度、
キャリアアドバイザーが駐在している。
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また、１年生に対しては、大学生活への導入教育も兼ねて、年間を通して履
修に関する支援を行っている（表２）。入学直後は、自分で時間割を作ること
や、卒業までの履修計画を自分で立てることは困難な作業であり、不安を抱く
学生が多い。そのような心情を踏まえて、４月に実施する履修相談会は、キャ
リアアドバイザーが対応するだけではなく、２年生以上の上級生が１年生の相
談に対応して、履修に関する不安や疑問をざっくばらんに話せる機会となって
いる。
表２　１年生を対象とした履修に関する支援
実施時期 名称 目的 実施方法
４月
新入生対象
履修相談会
履修に関する不安・疑問を解
消し、大学生活に早く溶け込
めるようにする。学部専門科
目について、段階的、系統的
な学びを理解してもらう。上
級生との学年間交流を図る。
入学式直後、春学期授業開始
前に実施。１年生必修科目
「基礎ゼミ」のクラス単位に
実施。ピアアドバイザー（２
年生以上の学生）が中心とな
り、１年生の履修相談に対応
する。
５~７月 基礎ゼミ支援
キャリアアドバイザー制度の
紹介。１年次の履修計画に関
する説明、大学生活の過ごし
方を考えるワークショップなど。
キャリアアドバイザーが１年
生必修科目「基礎ゼミ」の全
クラスを訪問。
10〜12月
１年生全員を
対象とした面談
１年次の履修内容の振り返
り、２年次以降の履修計画、
学生生活全般についての相談
など。
１年生選択必修科目「キャリ
ア研究調査法」の授業時に予
約表を回覧。学生は希望する
日時を予約のうえ来談。形式
は30分程度の個別面談。
（３）相談内容の特徴
学生の履修相談は、学生全員に共通する履修に関する相談と、特定の科目や
状況に応じた履修相談がある（表３）。学生全員に共通する履修に関する相談
とは、主体的に履修を計画するなかで多くの学生が抱く疑問や質問である。特
定の履修に関する相談とは、通常のカリキュラム以外の履修課程や、特定の
ニーズがある学生を対象とした履修相談である。具体的には教員免許や各種の
資格取得を希望する学生が履修する教職および資格課程（３）や、SA プログラ
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ム（４）を希望する学生の履修相談、留年や休学などをした学生、Web 履修登録（５）
が未登録の学生、SSI 学生（６）、留学生、編入学生、社会人学生（７）を対象とし
た履修に関する相談である。留年や休学、Web 履修登録が未登録の学生を対
象とした履修相談については、学生がより有意義な大学生活を送ることができ
るように、教職員が学生の状況や心境を理解して、履修計画という側面から支
援を提供することを目的としている。また、SSI 学生、留学生、編入学生、社
会人学生を対象とした履修相談では、個別の履修状況に合わせて、主体的に履
修計画を立てることができるように支援が行われている。
表３　履修相談内容の分類
学部生全員に共通する相談 特定の履修に関する相談
・時間割の組み方
・単位の取り方
・専門科目と一般教養科目の履修の仕方
・専門科目の履修方法
・必修科目の履修方法
・演習科目（ゼミ）の履修
・体験型選択必修科目の履修（８）
・再履修について
・教職課程の履修
・資格課程の履修
・SA プログラムの履修
・留年時の履修
・休学から復学した時の履修
・Web 履修登録が未登録のとき
・SSI 学生の履修
・留学生の履修
・編入学生の履修
・社会人学生の履修
また、学生の学年や相談される時期により、履修相談の内容は異なる（表
４）。なかでも１年次の４月は、大学での学びに対する戸惑いや混乱が見られ
る。大学の学びは、高校までの板書されたことを覚えるという勉強方法とは大
きく異なり、主体的、能動的な学びのスタイルに変化する。大学での学びを設
計する履修計画が重要であることは言うまでもないが、ほとんどの学生が大学
入学までにおいて自ら時間割を組んだ経験もなく、いったいどのように履修を
計画すればよいのかと悩むのである。これと同時に、履修の単位数を自分で管
理することや、専門科目を計画的に履修することなど、１年次は大学の学びを
理解して、一日も早く慣れることが必要なのである。２年次以降の履修相談の
内容は、学びを通して大学生活を充実させることと、卒業後の進路を見据えた
履修計画へと変化する。なかでも、学生にとってゼミでの学びは重要な存在で
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あり、履修相談においても話題となる内容である。なお、４年生の履修相談は、
卒業に向けて所要単位を履修できているかという相談が多い。自分で何度も確
認をしているが、念のためキャリアアドバイザーに確認したいと来談する学生
がみられる。
表４　学年および時期による履修相談の特徴
学年 時期 内容
１年
４月
・履修の手引きやシラバスの見方・時間割の組み方・卒業までの履修
の組み方・教職資格課程の履修方法・専門科目の履修方法・必修科
目の履修方法・必修と選択必修の違い・履修したい科目の時間割が
重なっている・クラス分けが気になる・年間登録単位数について
（もっと履修したいのに上限があるのでできない）・進級、卒業所要
単位など履修全般に関すること。
６月頃
・レポート作成など大学の授業に関する相談（どのように書けばよい
のか、授業が難しい）
11月頃
・２年次以降の履修について・ゼミについて・体験型選択必修科目の
履修・大学の学びに充実感がない
２年
４月
・再履修科目について
・領域の選択について
・教職課程の履修について（単位数が多く負担、このまま続けられる
か、今からでも履修を始められるか）
５月頃
・ゼミ選択について（希望のゼミがある、もしくは無い）（競争率）（希
望するゼミがダメなら他のゼミにも入らないかも）
６月頃 ・大学の学びに充実感がない
３年 ４月頃
・再履修科目について
・卒業単位をどのように満たすか（修得単位の確認）
・就職活動期間の授業について（計画通り履修できるか）
・大学の学びを卒業後にどう活かせばよいか（活かすことができるのか）
４年
４月および
９月頃
・卒業単位をどのように満たすか（修得単位の確認）
・卒業できるか（修得単位の確認）
（４）履修相談におけるアセスメント
（４）－１　履修相談におけるアセスメントについて
履修相談に訪れた学生がキャリアアドバイザーに相談をするなかで、履修以
外の話を始めることがある。来談目的が履修の相談であっても、学生にとって
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別の課題が気になっていることがあるのである。事例によっては、副課題とし
て語られた相談内容が、本人にとって大きな問題であり、支援が必要なことが
ある。つまり、履修相談において、キャリアアドバイザーは副課題への対応や
支援が求められるのである。そのためには、学生に対する十分なアセスメント
が必要である（表５）。
表５　　履修相談におけるアセスメント
アプローチ 項目 支援方法
履修状況の確認 時間割、基礎科目と専門科目、実習科目、
語学、体育、基礎ゼミ、ゼミ、選択必修科
目、教職資格課程など
・現在の履修状況を話して
もらう。
・目標や希望など思ってい
ることや考えていることを
話してもらう。
・履修の手引きを一緒に確
認する。
・必要に応じて大学内の窓
口を紹介する。
生活環境の確認 実家 or 一人暮らし（出身地）、通学時間、
アルバイト、きょうだい、親との関係、食
事や睡眠、生活リズム、奨学金、経済状態
など
大学生活の充実
度確認
入試経緯、サークル、アルバイト、友人関
係、大学・学部・授業に対する満足度、ゼ
ミ、インターンシップ、留学、就職活動、
大学以外での活動など
副課題の確認
（履修以外に学
生が知りたいこ
と、気になるこ
と、 心 配 な こ
と、不安など）
本当は違う大学（学部）への入学を希望し
ていた、高校時代と大学では授業の進め方
が違うので戸惑う、授業についていけるだ
ろうか、単位を修得できるだろうか、進級
できるだろうか、希望する授業を履修でき
るだろうか、課題のレポートを書けるだろ
うか、課題を期限までに提出できるだろう
か、試験の準備が心配だ、大教室の授業は
つまらない、授業内容に興味を持てない、
教員と自分は相性が悪いように思う、語学
力が低下していく、学んだことが今後の役
に立つのだろうか、ゼミが期待外れ、自分
の専門性に自信が持てない、卒論を書ける
だろうか、卒業できるだろうか、就職でき
るだろうか、何もかもうまくいかない、心
配なことが重なり気持ちが落ち込む、不安
でどうしてよいのかわからない時がある、
急激に体重が減った（増えた）、夜眠れな
いことがある
・どのようなことが知りた
いのか、気になっているの
かなどを話してもらう。
・具体的な話にこだわら
ず、漠然とした話でも構わ
ないことを伝える。
・思っていることの全てを
話す必要はなく、話をしや
すいところだけ言葉にして
みるように促す。
・こちらから問いかけをして、
話をしやすいように促す。
・話すことによる不利益は
ないと伝える。
・話の内容によっては適切
な対応ができる大学内の窓
口を紹介する。
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履修相談におけるアセスメントは、学生に関する情報収集のみが目的ではない。
キャリアアドバイザーは学生との対話を通して、学生の履修状況や生活環境を理
解する。学生が語る大学生活でのエピソードから、どのような学生生活を送って
いるのかを推察したうえで、学生に役立つ支援を提供することが目的である。
（４）－２　アセスメントにより把握された副課題への対応
アセスメントにより把握された、履修相談に訪れた学生の課題（履修に関す
ること）と副課題（就職活動、進路、資格、人間関係、メンタルヘルス、その
他）に対して、キャリアアドバイザーは、どのような対応ができるのかを検討
する必要がある。その対応について、表６に示した。また、必要に応じて、大
学内の関連部署を紹介することが求められる（９）。
表６　履修相談に訪れた学生の課題と副課題への対応
課題 副課題 分類 相談内容 対応
履修 ― 領域 ･３領域の選択方法を確認したい
・どの領域を選べばよいのかわからな
い、迷っている
・選んだ領域を変えることは可能か
・現在の履修状況を話して
もらう。
・履修の手引きを一緒に確
認する。
単位 ・履修単位の確認をしたい
・履修上限単位を確認したい
・履修の手引きを一緒に確
認する。
履修
方法
･ 時間割の組み方がわからない
・春学期に落とした科目の履修方法に
ついて知りたい
・１、２年生のうちにできるだけ多く
の単位を取りたい
・お勧めの授業を教えて欲しい
・２年生以降の専門科目の履修方法を
知りたい
・２年生以降の体験型選択必修科目の
履修方法を知りたい（どの授業を選択
すればよいか）
・２年生秋学期以降のゼミ履修につい
て（ゼミ選択の方法、ゼミに入った方
がいいのか）
・市ヶ谷基礎科目の履修方法を知りたい
・現在の履修状況を話して
もらう。
・目標や希望など思ってい
ることや考えていることを
話してもらう。
・履修の手引きを一緒に確
認する。
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課題 副課題 分類 相談内容 対応
履修 ― 学習
方法
・レポートや論文の書き方を知りたい
・プレゼンテーションの方法を学びたい
・大学での勉強方法を教えて欲しい
・授業がつまらない
・授業についていけない、わからない
・現在の履修状況を話して
もらう。
・学習ステーション、法政
大学図書館ラーニングコモ
ンズの活用を提案する。
留学 ・SA プログラムについて知りたい
・留学したい
・留学の目的や、履修計画
など、思っていることや考え
ていることを話してもらう。
・語学スキル（テストスコ
ア）、語学の学習状況を確
認する。
・国際交流センターの利用
を提案する。
教職
資格
・今から教職課程を履修できるかどう
かを知りたい
・教職希望だが、専門科目の選択領域
をビジネスやライフとしてもよいのか
を知りたい
・教職は取らないが、教職に関連する
科目を履修してもよいのかを知りたい
（たとえば教職入門）
・資格課程（図書館司書、社会教育主
事、博物館学芸員）の履修方法につい
て知りたい
・地域学習支援士（10）の認定について知
りたい
・日本語教員養成科目群（11）について知
りたい
・履修の手引きやシラバスの見方がわ
からない
・現在の履修状況を話して
もらう。
・目標や希望など思ってい
ることや考えていることを
話してもらう。
・教職課程、資格課程のシ
ラバスを読むことを提案
し、各窓口を紹介する。
・地域学習支援士、日本語
教員養成科目群について履
修の手引きを一緒に確認す
る。
履修 就職
活動
情報
提供
・キャリアデザイン学部の先輩はどの
ような会社に就職しているのか
・公務員を希望しているがどのような
準備が必要か
・地元（出身地、実家のある地域）で
就職するにはどうすればよいか
・○○株式会社、○○業界について知
りたい
・目標や希望など思ってい
ることや考えていることを
話してもらう。
・キャリアアドバイザーが
持つ情報を提供したうえ
で、キャリアセンター、公
務人材育成センターの利用
を提案する。
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課題 副課題 分類 相談内容 対応
履修 就職
活動
不安
対処
･ 大学の学びは社会で役に立つのか
・教職課程を履修していることは就活
に不利なのか
・就職活動が不安である
・就職活動をしたくない
・不安に感じることや、心
配なことを話してもらう。
・キャリアアドバイザーと
の面談を継続することを提
案する。
職業
観形
成
・就職活動が順調だ（不調だ）
・目指す仕事がある
・大学の学びを仕事に活かしたい
・働くイメージを持つことができない
・目標はあるが自信がない
・思っていることや考えて
いることを話してもらう。
・キャリアセンター主催の
プログラムを紹介する。
・キャリアアドバイザーと
の面談を継続することを提
案する。
履修 進路 進路
検討
・転部したい
・他大学を受験し直したい
・より専門的に学びたい
・目標や希望など思ってい
ることや考えていることを
話してもらう。
・学生が自ら情報を検索す
ることができるようにキャ
リアアドバイザーが持つ情
報を提供する。
・教員への相談やキャリア
アドバイザーとの面談を継
続することを提案する。
卒後
計画
・大学院進学を考えている
・海外で働きたい
・卒業後も専門分野を学びたい
情報
提供
・○○について知りたい
履修 資格 情報
提供
・在学中になにか資格を取りたい
・就活に役立つ（有利となる）資格を
知りたい
・キャリアアップ奨励金制度（12）につい
て知りたい
・目標や希望など思ってい
ることや考えていることを
話してもらう。
・キャリアアップ奨励金制
度手続き方法について情報
を提供する。
・エクステンションカレッ
ジの活用を提案する。
履修 人間
関係
コミュニ
ケーション
・友人とうまく付き合えない
・友人ができない
・他人と話をすることが苦手である
・大学生活に馴染めない
・思っていることや考えて
いることを話してもらう。
・大学生活への悪影響の有
無を確認する。
・対処に緊急性があるかを
判断する。緊急性が認めら
れた場合は学生相談室の紹
介を検討する。
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課題 副課題 分類 相談内容 対応
履修 人間
関係
コミュニ
ケーション
・緊急性が認められない場
合はキャリアアドバイザー
との面談を継続することを
提案する（キャリアカウン
セリング）。
履修 メンタル
ヘルス
健康
状態
・授業時間に合わせて朝起きることが
できない
・学校に来たくない
・やる気がでない、人と会うのが面倒
である
・何かを考えるのが億劫である
・急激に体重が減った（増えた）
・夜眠れないことがある
・風邪をひきやすい
・食生活が乱れている
・生理周期が不順だ
・現在の履修状況を話して
もらう。
・思っていることや考えて
いることを話してもらう。
・大学生活への悪影響の有
無を確認する。
・対処に緊急性があるかを
判断する。緊急性が認めら
れた場合は診療所、学生相
談室の紹介を検討する。
・緊急性が認められない場
合はキャリアアドバイザー
との面談を継続することを
提案する（履修計画、キャ
リアカウンセリングなど）。
・勉強方法への心配は、学
習ステーション、図書館
ラーニングコモンズの活用
を提案する。
メンタル
ヘルス
・心配なことが重なり気持ちが落ち込
む・不安でどうしてよいのかわからな
い時がある・いつもイライラしている
・急に悲しくなることがある・夜眠れ
ないことがある
その他 学生
生活
・大学生活をもっと充実させたい
・大学生ならではことに挑戦したい
・授業がつまらない、ついていけない
・アルバイト（サークル）が忙しすぎ
て大学生活が疎かになる
・アルバイト（サークル）は楽しいが
大学生活は楽しくない
・大学生活に馴染めない
・授業時間に合わせて朝起きることが
できない
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課題 副課題 分類 相談内容 対応
履修 その他 学生
生活
・学校に来たくない
・通学時間が長くてつらい
・やる気がでない、人と会うのが面倒
である
・何かを考えるのが億劫である
・相談できる相手がいない
・休学を考えている
・現在の履修状況を話して
もらう。
・思っていることや考えて
いることを話してもらう。
・大学生活への悪影響の有
無を確認する。
・対処に緊急性があるかを
判断する。緊急性が認めら
れた場合は診療所、学生相
談室の紹介を検討する。
・緊急性が認められない場
合はキャリアアドバイザー
との面談を継続することを
提案する（履修計画、キャ
リアカウンセリングなど）。
・勉強方法への心配は、学習
ステ シーョン、図書館ラー ニング
コモンズの活用を提案する。
家族
との
関係
・家族が病気になった
・家族との仲がうまくいっていない
・家族と意見が合わない
・家族のことで心配がある
・実家を出て１人暮らしをしたい
ボラン
ティア
・ボランティアをしてみたい ・目標や希望など思ってい
ることや考えていることを
話してもらう。
・ボランティアセンターの
利用を提案する。
イ　ン
ター ン
シップ
・インターンシップをしたい ・目標や希望など思ってい
ることや考えていることを
話してもらう。
・キャリア体験学習の授業
情報を提供する。
・キャリアセンターの利用
を提案する。
社会
人学
生
・仕事と学業の両立が大変だ
・希望する授業が仕事と重なっていて
履修できない
・単位が思うように修得できない
・現在の履修状況を話して
もらう。
・目標や希望など思ってい
ることや考えていることを
話してもらう。
・キャリアアドバイザーとの
面談を継続することを提案す
る（履修計画、情報提供、キャ
リアカウンセリングなど）。
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（４）－３履修相談のアセスメント活用例
履修相談のアセスメントの活用例について、相談内容が同じである学生Ａ、
学生Ｂの事例を通して考える。この事例は、筆者が担当した複数の事例を組み
合わせた内容であり、個人情報保護、守秘義務の関係上、部分的にデフォルメ
を行っている。
（４）－３－１　学生Ａ、学生Ｂの相談内容とアセスメント
＜相談内容＞「私は２年生です。秋学期の時間割を確認したら、履修したい
授業が同じ時間帯に重なっていることに気づきました。どちらの授業を履修し
ようか迷っています。今、深夜のアルバイトをしているので、午後の授業を中
心に取りたいと思っています」 
＜アセスメント＞秋学期の履修計画の確認。これまでの履修の状況を確認。
深夜のアルバイトの学生生活への影響を確認（生活リズムが乱れていないか）。
（４）－３－２　学生Ａの状況と対応
＜アセスメントにより確認できた学生の状況（図１）＞学生Ａは入学時以来、
履修を計画的に行ってきた。実は大学受験がうまくいかず、不本意入学であっ
た。しかし、今は大学生ならではのことに取り組みたいと考えている。来年は
留学する予定で、英語の勉強に取り組むとともに、費用準備のため時給の高い
深夜のアルバイトを頑張っている。
＜対応＞主訴である時間割の組み方について、現在の単位修得状況を踏まえ
て、どちらを履修するのか本人に考えてもらう。留学の目的、留学に向けた具
体的な計画を話してもらう。奨学金等経済状態を確認して、今のアルバイトを
続けるべきかどうかを一緒に考える。不本意入学とのことであるが、本学入学
後の学生生活を振り返り、頑張ってきたことなどを整理する。
＜情報提供＞大学内の留学支援窓口の情報、留学した先輩の情報、大学生の
アルバイトに関する情報
＜今後の支援計画＞今回の相談で本人が納得できれば、次回の相談予約は必
要ない。ただし、本人が必要な時には、いつでも来談するように伝える。
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（４）－３－３　学生Ｂの状況と対応
＜アセスメントにより確認できた学生の状況（図２）＞学生Ｂは１年生の春
学期は計画的に履修をしていた。しかし、深夜のアルバイトを始めた頃から朝
起きるのがつらくなった。授業を休むことが多くなり、必修科目を落としてし
まった。２年生春学期のゼミ選択では、希望していたゼミに入ることができず、
がっかりしている。最近は、自分に自信を持つことができず、１年生のときは
楽しかったと思うことが多い。
＜対応＞主訴である時間割の組み方を考えるために、単位を落とした必修科
目を含めて、履修の状況について詳しく話をしてもらう。秋学期の履修計画だ
けではなく、３年生以降の履修についても考えるように促す。１年生の時は楽
しかったようなので、どのような学生生活であったのか話してもらう。自己肯
定感が低下しているようだが、ゼミ選択が原因なのか、他にきっかけとなるよ
うな出来事があったのか、何れにしても慎重に話を聴く。大学生活での気にな
ることや、健康状態など、本人が話せる範囲で話をしてもらえるように促す。
奨学金等経済状態を確認して、深夜のアルバイトを選んだ理由を話してもら
う。アルバイトが生活リズムの乱れに影響している可能性が高いかもしれな
い。Ｂにとって話をし難い話題があるかもしれないので、まずはＢが話しやす
い話題を選び、話を聴くことにする。
＜情報提供＞履修方法の確認、大学内で受けられる学習支援情報、大学生の
アルバイトに関する情報
＜今後の支援計画＞履修単位が少ないこと、必修科目が未履修なことは今後
•履修は計画的
•留学を検討中
履修状況
•留学費用を得る
ために深夜にアル
バイトをしている
生活環境
•不本意入学だった
•大学生ならではのことを
したい
•留学に向けて英語の勉強
に力をいれている
大学生活の充実度
図１　アセスメントにより確認できた学生Aの状況
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の大学生活に影響する可能性がある。まずは履修計画を一緒に考えることを提
案する。自己肯定感の低下が気になるので、慎重に様子を見守る。場合によっ
ては、学生相談室の利用をすすめる。
（４）－３－４　学生Ａ、学生Ｂのアセスメントと対応のまとめ
学生Ａ、学生Ｂの履修相談は、一見同じような内容であっても、学生の履修
状況、生活環境、大学生活の充実度をアセスメントすることで、それぞれの状
況や課題が異なっていた。学生Ａは、留学を希望しており、その資金を貯める
ために深夜のアルバイトをしていることがわかった。また、不本意入学であっ
たことが語られた。学生Ａへの対応は、留学に向けた履修計画をするとともに、
これまでの学生生活を振り返り、より充実させるための支援となった。学生Ｂは、
深夜のアルバイトが理由で朝起きるのが辛くなり、授業を休みがちになってい
た。また、ゼミ選択時に思うような結果を得ることができず、自信が持てないこ
とが語られた。学生Ｂへの対応は、履修の状況を確認するとともに、今後の履修
計画を一緒に考える必要がある。また、学生Ｂの心情に配慮しつつ、本人の課題
が何であるのかを慎重に判断して、いかに支援するのかを検討する必要がある。
４．本学部における履修相談の状況報告
（１）2012年度の学生相談状況
2012年度の学生相談に訪れた学生数は表７の通りであった。主訴別には、履修
に関する相談が最も多く、次に相談が多いのはその他の相談である。その他の相
得
•履修単位が少な
い
•必修科目が未修
履修状況
•深夜にアルバイ
トをしていて朝起
きるのが辛い
•1年生の時は楽しかった
•希望のゼミに入れなかっ
た
•自分に自信が持てない
大学生活の充実度
生活環境
図２　アセスメントにより確認できた学生Ｂの状況
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談には、表２の１年生対象面談（55人）が含まれている。３番目に相談が多いの
は就職に関する相談、その後は進路に関する相談、資格に関する相談、人間関係
に関する相談、メンタルヘルスに関する相談の順番であった。次に学年別の学生
数をみると、１年生が最も多く、次いで、４年生、３年生、２年生となっている。
表７　学年別・主訴別の相談人数（2012年度）
（単位：人）
主訴
学年
履修 就職 進路 資格 人間関係
メンタル
ヘルス
その他 合計
学年別
構成比
１年 63 ０ ５ ０ ０ ２ 67 137 39.9%
２年 30 ２ １ １ ２ ０ ９ 45 13.1%
３年 11 17 ２ １ ０ ０ 20 51 14.9%
４年 41 40 １ １ ０ ０ 27 110 32.1%
合計 145 59 ９ ３ ２ ２ 123 343 100%
主訴別
構成比
42.3% 17.2% 2.6% 0.9% 0.6% 0.6% 35.9% 100% ―
（２）相談人数に関する考察
2012年度の学年別・主訴別の相談人数（表７）を、過年次の学年別・主訴別
（表８）と比較して考察する。2009年度と2010年度の学生相談に訪れた学生数
は、主訴別では就職活動に関する相談が最も多く、２番目は履修に関する相談
であった（表８）。学年別については、３年生が最も多く、次いで、４年生、
２年生、１年生であった（表８）。両年度とも、１年生が相談件数全体に占め
る割合は、10% 強程度であった。表７の2012年度の相談数と比較すると、主
訴別については、就職に関する相談と履修に関する相談の順位が入れ替わって
いる。また、学年別については、2009年度と2010年度に最も少なかった１年生
が、2012年度の相談数は最も多くなっている。
相談数の推移について、主訴別について考察する。2012年度は履修に関する
相談が最も多かった（表７）。学部新設当時より、履修計画の立て方に関する
相談は、キャリアアドバイザーの機能として想定されており、学生に対して、
キャリアアドバイザーの積極的な活用が随時案内されていることが、相談人数
に影響していると考えられる（服部、2012）。つまり、履修相談の増加は、キャ
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リアアドバイザーの役割が十分に機能している根拠だと考える。
学年別に考察すると、2012年度の１年生の相談数が、2009年度と2010年度と
比較して増えている。多くの１年生が履修に対して漠然とした不安を抱いてお
り、１年生を対象とした履修相談の体制を整えてきた効果が表れていると考え
る（表２）。また、基礎ゼミ支援や１年生対象面談などを通して、１年生とキャ
リアアドバイザーの接触回数が増えた。このことが、１年生の相談に対する心
理的抵抗を少なくして、相談への動機付けにつながったと考える。さらに、学
生はキャリアアドバイザーへの相談を機に、履修計画が大学生活の質向上に重
要であることに気づき、何か気になることがあればそのまま放置しないという
心理面と行動面の変化が、相談数の増加に影響していると考える。
一方で、３年生の相談数は、2012年度は2009年度および2010年度と比較して
減少している（表７、表８）。2009年度と2010年度は、相談者全体の主訴別と
３年生の主訴の両方とも就職活動の相談が最も多いが、2012年度は就職活動に
関する相談件数が減少している。この理由について、2009年度と2010年度は、
キャリアアドバイザー主催の就職活動準備のワークショップを実施していた。
しかし、企業側の採用スケジュールの変更に伴い、キャリアアドバイザー主催
のワークショップは開催を見合わせて、学生に対してキャリアセンター主催セ
ミナーへの参加を促した。このような背景から、キャリアアドバイザーと３年
生の接触回数が減り、相談数の減少につながったと考える。
表８　キャリアアドバイザーが対応した相談（服部（2012）より抜粋、一部加筆）
（単位：人）
2009年度 2010年度 2009年度 2010年度
主訴別 人数 構成比 人数 構成比 学年別 人数 構成比 人数 構成比
履修 94 21.1% 106 31.1% １年 57 12.8% 38 11.1%
就職 234 52.6% 137 40.2% ２年 69 15.5% 68 19.9%
進路 13 2.9% 19 5.6% ３年 173 38.9% 127 37.2%
資格 12 2.7% ９ 2.6% ４年 144 32.4% 106 31.1%
人間関係 ６ 1.3% ３ 0.9% 卒業生 ２ 0.4% ２ 0.6%
メンタル ３ 0.7% １ 0.3% 合計 445 100.0% 341 100.0%
その他 83 18.7% 66 19.4%
合計 445 100.0% 341 100.0%
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（３）履修相談の状況
2012年度の履修に関する相談に訪れた学生数は表９の通りであった。学年別
の合計は、１年生が最も多く、次いで４年生、２年生、３年生の順番であった。
課題と副課題の組み合わせによる相談人数をみると、履修のみの相談内容の人
数が最も多く、来談者の比率は履修相談者全体に対して62.8% であった。履修
のみの相談について学年別にみると、１年生が最も多く、次いで４年生、２年
生、３年生の順番であった。相談内容の分類別にみると、履修方法が最も多く、
２番目に多いのは単位に関する相談であった。履修方法については１年生、２
年生の相談人数が多いのに対して、単位に関する相談は４年生が多かった。
副課題別にみると、その他が最も多く、次いで就職活動、進路、人間関係、
メンタルヘルスの順番であり、資格の相談は無かった。その他の相談内容分類
別の人数をみると、学生生活についての相談が最も多く、２番目は社会人学生、
次いでインターンシップであった。学生生活については、１年生の人数が最も
多く、２番目が２年生、３年生と４年生の人数は同数であった。就職活動の相
談内容分類別の人数は、職業観形成が最も多く、次いで不安対処、情報提供の
順番であった。職業観形成の学年別人数は４年生が最も多く、３年生、２年生
と続くが、１年生の相談は無かった。不安対処については１年生が最も多く、
２番目は４年生であり、２年生と３年生の相談は無かった。進路については、
卒業後の計画が最も多く、２年生が２名、１年生と４年生がそれぞれ１名、３
年生の相談は無かった。進路検討の相談は２年生の１名のみであった。人間関
係とメンタルヘルスについては、それぞれ１名の相談者であった。
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表９　履修に関する相談人数　副課題別・学年別（2012年度）　（単位：人）
課題
副課題 相談内容の分類
分類別
人数
学年別人数
１年 ２年 ３年 ４年
履修
―
領域 10 10
単位 33 ８ １ 24
履修方法 38 20 12 ２ ４
学習方法 ３ ３
留学 ４ ３ １
教職・資格課程 ３ ２ １
分類／学年別小計
（対合計の構成比）
91
（62.8%）
46
（73.0%）
14
（46.7%）
３
（27.3%）
28
（68.3%）
履修
就職
活動
情報提供 ２ １ １
不安対処 ７ ４ ３
職業観形成 11 ２ ３ ６
分類／学年別小計
（対合計の構成比）
20
（13.8%）
５
（7.9%）
２
（6.7%）
３
（27.3%）
10
（24.4%）
履修
進路
進路検討 １ １
卒業後の計画 ４ １ ２ １
情報提供 ０
分類／学年別小計
（対合計の構成比）
５
（3.4%）
１
（1.6%）
３
（10.0%）
０
（0.0%）
１
（2.4%）
履修
資格 情報提供 ０
履修
人間
関係
コミュニケーション
（対合計の構成比）
１
（0.7%）
１
（3.3%）
履修
メンタル
ヘルス
健康状態 １ １
メンタルヘルス ０
分類／学年別小計
（対合計の構成比）
１
（0.7%）
０
（0.0%）
０
（0.0%）
１
（9.1%）
０
（0.0%）
履修
その他
学生生活 22 10 ８ ２ ２
家族との関係 ０
ボランティア ０
インターンシップ １ １
社会人学生 ４ １ １ ２
分類／学年別小計
（対合計の構成比）
27
（18.6%）
11
（17.5%）
10
（33.3%）
４
（36.4%）
２
（4.9%）
履修相談合計／学年別合計 145 63 30 11 41
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（４）履修相談の事例報告
履修相談について、「履修のみの相談」「副課題が就職活動（職業観形成）（不
安対処）の相談」「副課題がその他（学生生活）の相談」の事例を通して、学
生が来談した時の状況と、学生の相談内容を整理したうえで、キャリアアドバ
イザーの対応について考える。事例は個人情報保護、守秘義務の関係上、部分
的にデフォルメを行っている。
（４）－１　事例１　履修のみの相談（学生Ａ：１年生）
（１）学生の相談内容
学生Ａは新入生オリエンテーションと履修ガイダンスに出席したが、履修相
談会には参加しなかった。自分なりに履修計画を立てられると思っていたが、
いざ始めてみると、どうしてよいのかわからなくなってしまった。履修ガイダ
ンスのときにキャリアアドバイザー制度について説明されたことを思い出し、
相談に訪れた。
（２）キャリアアドバイザーの対応
キャリアアドバイザーは学生Ａが履修計画についてどの程度理解している
か、アセスメントをした。その結果、必修の英語と、学部専門科目の３つの領
域の履修方法について理解していないことを確認した。アセスメントの結果を
踏まえて、学生Ａが自ら履修計画を立てることができるように、履修の手引き
とシラバスの読み方を説明した。
（４）－２　事例２　履修のみの相談（学生Ｂ：２年生）
（１）学生の相談内容
学生Ｂは、２年生の間にできるだけ多くの単位を修得したいと考えている。
あと何単位とることができるのかを確認するために来談した。
（２）キャリアアドバイザーの対応
キャリアアドバイザーは学生Ｂに対して、１年間に履修登録できる上限数が
あることを説明するために、履修の手引きに記載されている内容を一緒に確認
した。さらに、学生Ｂが持参した時間割を見ながら、学生Ｂがどの分野を研究
したいと考えているのか話を聴くことにした。その結果、大学での学びを通し
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てどのような知識を得たいと思っているのか、まだ漠然としていることがわ
かった。あらためて履修の手引きに沿って、学部の専門科目について説明をし
た。また、単位数にこだわる履修計画ではなく、学生Ｂが何を学びたいのかを
考えてみるように促した。
（４）－３　事例３　副課題が就職活動の相談（職業観形成）（学生Ｃ：４年生）
（１）学生の相談内容
学生Ｃは３年生までの履修計画の甘さから、卒業に必要な単位数を満たして
いない。学生Ｃのことを心配した友人が、キャリアアドバイザーに相談をする
ように促して、来談した。
（２）キャリアアドバイザーの対応
キャリアアドバイザーは学生Ｃがすでに修得している単位数を確認するため
に、持参した成績表を見せてもらった。卒業に必要な単位数は、計画的に履修
すれば修得できることを確認した。そのうえで、これまではどのように履修計
画を立てていたのかをアセスメントすることにした。学生Ｃの話から、履修に
限らずスケジュールを管理するのが苦手で、就職活動期間中も苦労したことが
語られた。キャリアアドバイザーは、社会人にとってスケジュール管理は大変
重要であり、学生Ｃが在学中に身に付ける必要があると考えた。スケジュール
管理の方法について、年間、月間、週間と区切ることなど具体的な方法を学生
Ｃに教えて、今回の履修計画を機に頑張って身に付けようと励ました。
（４）－４　事例４　副課題が就職活動の相談（不安対処）（学生Ｄ：１年生）
（１）学生の相談内容
学生Ｄは、教職課程を履修するつもりであるが、４月のガイダンスで就職活
動に不利と言われた。就職を考えると教職課程を履修できないのだろうかと不
安になり来談した。
（２）キャリアアドバイザーの対応
キャリアアドバイザーは、学生Ｄがガイダンスの内容をどの程度理解してい
るのかを確認したうえで、就職活動のスケジュールを説明した。さらに学生Ｄ
が教職課程の履修を希望する理由について尋ねると、今のところ教員になるこ
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とに対して強い希望があるわけではないことが語られた。また、高校生の時か
らマスコミ業界に関心があることが語られた。キャリアアドバイザーは、学生
Ｄの興味や関心を深めるために、希望する業界について調べてみるように促し
た。また、学生Ｄがより主体的に履修計画を立てることができるように、２年
生秋学期から始まるゼミについて情報を提供することにした。
（４）－５　事例５　副課題がその他の相談（学生生活）の相談（学生Ｅ：１
年生）
（１）学生の相談内容
学生Ｅは友人と一緒に来室した。学生Ｅ自身は特に質問などなかったようだ
が、キャリアアドバイザーからの問いかけを受けて、ビジネス領域やマーケ
ティングに興味があることが語られた。さらに、大学入学を機に１人暮らしを
始めたことや、アルバイトを頑張っていることは話されたが、大学生活のこと
を積極的に話すことはなかった。
（２）キャリアアドバイザーの対応
キャリアアドバイザーは、学生Ｅが積極的に来談しているわけではないが、
来室した機会を活かすために履修の様子を聴くことにした。学生Ｅの語りか
ら、学びの意欲はあるものの、大学生活をなんとなく過ごしている印象を抱い
た。さらに、大学入学以前のことを聴いてみると、もともとは他学部への進学
を希望していたことが確認できた。学生Ｅはキャリアアドバイザーに大学受験
当時の話をすることで、自分が興味や関心のある分野について、あらためて考
えている様子であった。そのことを踏まえて、キャリアアドバイザーは、学生
Ｅが興味のある分野を段階的に学ぶことができるように、グレード別に配置さ
れた専門科目について説明をした。
（５）履修相談事例にみるキャリアアドバイザーの役割
以上の５つの事例からもわかるように、学生が履修相談に訪れる理由やきっ
かけは様々である。また、漠然とした話から始めて、キャリアアドバイザーの
問いかけや促しによって、徐々に具体的な状況が語られていることがわかる。
事例１、２は、学生が履修の手引きなどの情報を確認すれば解決できるように
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も見えるが、キャリアアドバイザーが関わることにより、学生が自らの学びを
４年間でいかに深めていくかを考えるきっかけになった事例である。事例３、
４、５は、当初は漠然としていた学生の語りが、キャリアアドバイザーが関わ
ることで、次第に具体的な課題や問題、興味や関心へと話が展開した事例で
あった。事例３は、卒業を控えた４年生が、社会に出てから必要となるスキル
について、履修計画を通して見直し、身に付けるために行動するきっかけと
なった。事例４は、就職活動への漠然とした不安を語るなかで、職業への興味
や関心が語られた。キャリアアドバイザーの支援は、就職活動まで準備する期
間が十分にある１年生に対して、将来の目標と大学の学びを関連付けることが
できるような支援であった。事例５は、キャリアアドバイザーが学生の漠然と
した語りから、大学生活に主体的に取り組めていないのではないかという見立
てをした。そこで、入学以前の話をしてもらい、学生の心境が語られたことで、
大学の学びに積極的に取り組むことができるような支援をした事例であった。
５．考察とまとめ
本研究の目的は、履修相談の特徴とプロセスを検証し、その機能と役割を検
討することであった。履修相談とは、履修に関する学生の疑問や不安に対応し
て、大学生活での学びをより深める支援であった。また、学生は履修相談を語
るなかで、学生生活の気になることや心配なことを副課題として語ることがあ
る。支援者はそのプロセスを理解したうえで、学生の履修状況、生活環境、大
学生活の充実度などをアセスメントして、学生の個別の事情や環境に合わせた
支援を提供する必要があることが示された。
本研究では、学生がキャリアアドバイザーと対話をするプロセスを通して、
自らの課題や問題への気づきにつながった事例が示された。履修相談が学生の
自己理解や自己探索を促進させる効果があることを裏付けるものであると考え
る。履修に関する相談とは、大学や学部の学則や履修規定に沿った正確な情報
提供をすることが第一の対応であることは言うまでもない。さらに、学生が自
分の履修計画を考えて、行動することができるような促しや、励ましとなるよ
うな支援を提供することが望ましいと考える。履修相談においては、学生が
「…を教えて欲しい」「…について確認をしたい」と語ることが多く、支援者が
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「教える」「指示する」「指導する」といった対応をとってしまうことがある。
しかし、支援者は学生の主体的な学びを促すために、「何がわからないのか」
「どの程度理解しているのか」というアセスメントを行うことが求められてい
るのである。学生の語りから得ることができる情報はもちろんのこと、表情や
態度などノンバーバル（非言語コミュニケーション）にも気を配ることが必要
だと考える。
次に、履修相談の場そのものについて考える。学生にとって履修の話題は、
仕組みや手続きの確認のため、第三者（支援者）に相談をしやすい内容である。
この話題を切り口にして、学生生活に対して日頃抱いている考えや思いを語る
ことは、いかにもカウンセリングという場で自らのことを相談することと比較
して、心理的な負担が小さいと推察される。履修相談に訪れた学生が「履修と
は関係ないんですが…」「実は○○に困っていて…」と話しだすのは、履修相
談という心理的負担が小さい場が、「ついでに話してみよう」という気持ちに
させると考える。履修相談の場について、支援者の視点から考えると、訪れた
学生の問題や不安を適切に理解し、対応することは当然であるが、学生が利用
しやすいと感じるような場作りが必要であろう。一見履修とは関係ないような
ことに対しても、気を留めて話を聴く必要があることは間違いない。諏訪
（2003）は大学内のさまざまなキャリア支援活動を体系的に統合した、ワンス
トップ・サービス機能の必要性を指摘しているが、履修相談の場もそのサービ
スメニューに加える価値があると考える。
最後に、支援者の役割について考える。学生は漠然とした話から始めて、支
援者の問いかけや促しによって、徐々に具体的な状況を語り始めるプロセスを
本研究で明らかにした。言うまでもなく、支援者が持つキャリアカウンセリン
グなど専門的な知識と支援スキルが、学生の意識と行動の変化を促しているの
である。さらに、支援者は、学生が充実した大学生活を送るための援助と、心
理・社会面での援助を担う役割であることを十分に理解して、専門性を研鑚す
る必要があるだろう。
以上、本研究で得られたような履修相談の特徴とプロセスを踏まえて、履修
相談は、学生の自己理解を促し、自らの課題に向き合うことができる場を提供
していると考えられる。また、支援者が提供する専門的支援により、学生の大
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学生活をより充実させる効果が期待できることから、履修相談が大学における
学生支援の中核となり得ると考える。
６．本研究の限界と今後の課題
本研究の結果は、筆者が勤務する学部を対象としたものである。また、学生
への支援は、本学の学生と本学のキャリアアドバイザーの関係を前提としてお
り、様々な大学を含めた学生へ一般化するには慎重を要する。本研究は実態報
告と状況報告に基づいた考察であるが、今後は、調査対象を広げることや、質
的調査と量的調査を組み合わせることで、履修相談における学生の意識や行動
の変化、さらに心理的変化を明らかにすることが可能となるであろう。
〔謝辞〕
本研究に調査を実施するにあたり、調査に回答してくださった学生のみなさ
まに、心より御礼申し上げます。また、本稿のご指導賜りました宮城まり子先
生、原恵子さんにあらためて感謝申し上げます。
［注］
（1）キャリアアドバイザーとは、生涯学習、キャリア開発、キャリアカウンセ
リング、フィールドスタディなどの専門家で、多面的に学生の成長、発達
を援助する役割を担っている。具体的な役割は、⑴学生が自分で自分のこ
とを振り返ることを支援する⑵学生が自分で自分の生き方を考えることを
支援する（自己理解の促進、アイデンティティ形成の援助）⑶学生が自ら
行動することを支援する、である。法政大学でキャリアアドバイザー制度
を採用しているのは、キャリアデザイン学部のみである。2013年度は筆者
を含め３名がその職に就いている。身分は嘱託職員である。なお、本学の
キャリアセンターにおいても、同名称「キャリアアドバイザー」がいるが、
キャリアデザイン学部のキャリアアドバイザーは、求人票の受付や就職先
を紹介する業務を行わない。キャリアアドバイザー制度の概要およびキャ
リアアドバイザーの業務概要は、服部典子（2012）法政大学キャリアデザ
イン学部紀要第９号　p331〜p349に詳しい。
（2）調査は2013年12月に実施。調査対象は、法政大学キャリアデザイン学部の
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２年生から４年生、71名。学部教員の協力を得て、講義後に教員と筆者の
依頼に応じて回答した。質問項目は、本研究に掲載した「キャリアアドバ
イザーなど専門家に相談をすることへのイメージ」（15項目）以外は次の
通りである。①フェイスシート（学年、性別、住まい（自宅・自宅外）、
入学経路）②キャリアアドバイザー制度を知っているか　③キャリアアド
バイザー制度利用の有無　④履修について相談したい内容　⑤履修以外に
相談したい内容　⑥キャリアアドバイザーのイメージ。なお、質問項目作
成にあたり、及川（2007）の専門的援助に対する意識調査を参考にした。
（3）法政大学キャリアデザイン学部は、2004年から教育職員免許取得課程の認
定を受けている。免許教科は、中学校一種：社会科、高校一種：地理歴史
科・公民科・商業科である。また、所定の履修により図書館司書、社会教
育主事、博物館学芸員の資格を取得することができる。
（4）法政大学キャリアデザイン学部では、2012年度よりスタディ・アブロード
（SA）プログラムを実施している（派遣は2013年度より）。集中的な英語学
習と国際人としての素養と自覚を高めることがプログラムの目的である。
（5）履修登録は学生自身がインターネット上で、春学期・秋学期セメスター開
始時の年２回行う。
（6）スポーツに優れたものを対象とした特別推薦で入学した学生。
（7）法政大学キャリアデザイン学部では、社会人推薦入学試験を実施している。
（8）学生が主体となり人やコミュニティと関わるなどの活動を体験しながら学
ぶ選択必修科目。インターンシップや産学連携活動、高校生のキャリア支
援などの科目がある。
（9）相談内容に応じて紹介する学内施設は以下の表の通りである。支援内容は、
キャリアデザイン学部履修の手引き2013年度より引用した。
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学内施設 支援内容
学習ステーション 学生アシスタント（学部生）に学習に関する相談ができる。
法政大学図書館ラー
ニングコモンズ
大学院生に相談を受けられる学習アドバイザー制度を実
施している。≪支援を受けられる内容≫レポート・論文
作成のサポート、プレゼンテーションの方法、学習支援
国際交流センター 留学に関する情報提供、諸手続き等
教職・資格課程窓口 教職課程、資格課程に関する事務手続き、履修に関する
問い合わせ等の窓口
教職課程センター 教員免許状の取得から教員採用試験に合格するまでをサ
ポート。教職に関する資料の閲覧や、相談指導、２次試
験対策等を行っている。
キャリアセンター キャリア支援プログラム、インターンシップ、キャリア
相談、就職個別相談、就職支援行事、企業・求人情報の
提供等
学生センター 学費・奨学金、学生生活（アパート・厚生施設・アルバイト・
遺失物・サークル活動）に関する問い合わせ等の窓口
公務人材育成センター 公務員および法曹を希望する学生の支援
エクステンションカ
レッジ
資格学校との提携により、資格試験対策講座を開講。社
会人向けの文化教養講座も開講している。
ボランティアセンター ボランティアに関する情報提供
診療所 健康診断に関すること、診療、健康相談
学生相談室 学生生活上の問題や悩みに関する相談
（10）地域学習支援士とは、所定の科目を履修することで学部が認定する資格
である。
（11）法政大学キャリアデザイン学部は、2003年の学部創設時から日本語教員
養成科目群を設置している。所定の科目の履修と、指定された日本語教師
養成プログラムを受講し、日本語教育学会認定の試験合格を目指す。
（12）キャリアデザイン学部キャリアアップ奨励金制度は、学部の教育目的に
合致し、特に意義があると判断される教育・研修機関等の講座等の修了お
よび資格を取得した場合に、その受講料・受験料等の全部または一部を補
助する制度である。
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ABSTRACT
Function and Role of the advice on the choice of 
courses in the student support.
The characteristics and process of the advice on 
the choice of courses in Hosei university‘s 
faculty of lifelong learning and career studies.
Noriko Hattori
It is the purpose of this study to verify the characteristics and process of 
an advice on the choice of courses, and to discuss the effects and functions 
thereof.
This study shows that the advice on the choice of courses is a support for 
students to enable themselves to lean more deeply in the university, in 
response to their uncertainties or questions. Further, this study shows that 
students are likely to talk their concerns about campus life when they 
request the advice on the choice of courses. Therefore the adviser is 
required to provide a support according to students’ individual situations 
and environments, assessing their courses that they have already taken, 
their living environments, fullness of their campus lives, and the like, upon 
understanding the process of the advice on the choice of courses.
With reference to the characteristics and process of an advice on the 
choice of courses identified by this study, it can be found that the advice on 
the choice of courses urges the student’s self-awareness and provides the 
student an opportunity to face their own concerns. And it is expected that 
the advice on the choice of courses can be the core of student support in the 
university, since the campus life of the student is expected to become 
fulfilling by the adviser’s professional support.
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